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推　薦　の　言　葉

抗加齢医学(アンチエイジング医学)は1990年代に米国で誕生し､注目

を浴びました｡私たちが2001年に設立した日本抗加齢研究会は2003年に日

本抗加齢医学会(Japanese Society of Anti-Aging Medicine, JAAM)となり､

現在6,300名を超える学術団体に至っています｡ JAAMは基礎研究者から各

科の専門医までが集う最大の総合団体に発展したといえるでしょう｡そのな

かで､中村先生には整形外科医の立場から貴重な捷言をいただいています｡

まず､中村先生は臨床医として､整形外科クリニック及びアンチエイジン

グセンターで多数の患者を治療してきました｡炭水化物制限食および最新式

の油圧式マシンなどを駆使して実際に千数百人の減量を成功させ､学会発表

や､食事と運動に関するピラミッドを作成し啓発を続けています｡

次に､研究領域では共同研究を継続中です｡私は我が国で抗加齢共通問

診票(AAQOL)を用いた調査をいち早く開始し､この流れを中村先生が一

員の研究チームが展開させ､カテゴリー化する新評価法などの成果を日本語

や英語論文で報告してきました｡また､英語が堪能である先生には､ JAAM

の英文査読委員を担当してもらっています｡

さらに､中村先生は大学まで野球選手として活躍し､医師になった後もス

ポーツを継続中｡最近はマスターズ陸上選手として100m ･ 200m走や走幅跳

で兵庫県大会で入賞を続け､ハーフマラソンにも参加しています｡

このような中村先生がまとめた本書には､ 20世紀までの食事･運動理論

とは一線を画した革新的な実践･理論が紹介されています｡整形外科的な臓

器の骨･関節･筋肉にとどまらず､全身60兆個の細胞活動に迫る考え方が

斬新です｡いま､中村先生は従来の活動を大きく発展しつつあり､今後さら

なるご活躍を期待したいと思います｡

2010年4月

同志社大学生命医科学部

アンチエイジングリサーチセンター

教授　米井　嘉一
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｢2050年には日本人の平均寿命は100歳に達する｣という予測が､先日発表さ

れました｡驚きですね｡整形外科が対象とする骨･軟骨･関節･筋肉が100年間

も使われるのは想定外です｡私たちの身体を構成する60兆個の細胞にもあては

まるでしょう｡

著者は､勤務医の15年間は､腰椎･環椎の脊椎外科手術､膝･股の関節外科

手術などを中心とした要素還元主義的西洋医学の治療に専念してきました｡一方､

開業後14年間は､いかに手術や薬に頼らず治療するかを第一義的に考えています｡

西洋医学に東洋医学的要素を加味し､骨･軟骨･筋肉､神経､血管など､すべて

の細胞を元気にすることを目指しているのです｡

整形外科領域から生活習慣病や栄養学･運動学､さらに生物進化･分子生物学･

物理学に視野を広めていくと､現代の栄養学には､証拠に基づく医学(Evidence

Based Medicine, EBM)の欠如が明らかとなりました｡

2002年､小柴氏はニュートリノの観測･実験でノーベル物理学賞を受賞しま

した0　-万､ 2009年に同賞を受賞した益川･小林理論では､現在の素粒子クオ

ークが3個発見されていた当時､ 4個でも説明不可能のため､ 6個のクオークの

存在を理論的に予測しました｡そして､後に実験的に証明されました｡小柴氏の

実験物理学に対して､益川･小林氏の理論物理学｡私はこれを生物学に当てはめ､

分子生物学の実験生物学に対して､ ｢理論生物学｣という観点から考えています｡

一つの細胞の健康が､ 60兆個の細胞が構成する人間の健康に繋がります｡現代科

学の最先端からみても､究極的に重要なファクターは｢食事｣と｢運動｣しかあ

りません!単純明快な結論となるのです｡

この信念のもとに､当院および2施設のアンチエイジング･アクティブエイジ

ングセンターで､栄養指導による徹底した減量と徹底した運動による治療を行っ

てきました｡

その結果､腰･膝疾患を中心としたロコモティブ症候群(運動器症候群)のみ

でなく､生活習慣病を中心としたメタポリック症候群(代謝症候群)や､様々な

疾患に絶大な効果がみられました｡この内容は､抗加齢医療の最先端を疾走して

いると自負しています｡

それでは､私の独断と偏見に満ちた世界へ､皆様をご案内致しましょう｡

2010年6月　著者



ほとんどの病気はF流Yuの速さが
遅乾なる己とから発生する

内科での静的健康のメタポリック症候群(代謝症候群)も､整形外科での動的

健康のロコモティブ症候群(運動器症候群)も､ 60兆個の細胞における広義で

の廃用症候群の側面を有します｡

血液中の糖質･脂質が多くなり､血液がネバネバ(水に砂糖を入れた状態)､

ドロドロになる(水にサラダ油を入れた状態)､を思い浮かべると理解し易いで

しょう｡

日本列島の上で､高速道路や幹線道路の流れが悪くなり､大渋滞を来した姿と

同じです｡様々な病気の原因となるのです｡

糖尿病(ネバネバ:砂糖水)

高脂血症(ドロドロ:サラダオイル)

車　　　　　　　車､

､　　S.､  ､.

様々な病気

i

高脂血症､高血圧､糖尿病､
動脈硬化症などの生活習慣病､
運動器症候群にとどまらず､
癌､痴呆､うつ､神経変性疾患
などなど

未病(メタボ･ロコモなど)

60兆個の細胞

(ひとつずつの細胞の嗣子が悪くなる)

血流が悪くなり､体内での臓器すべての
物質輸送が滞る

仁　∵-　~:･

車が渋滞し､日本列島全域
の物質輸送が滞る

i

景気悪化

i

不況⇒1億人(ひとりずつの人間)
の嗣子が悪くなる

#1章　メタボもロコモも細胞の廃用症候群　　晋
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謂00歳を超克E: 毒轟韓-:51も聖

習呆夕-諾睡蓮選手権来会

著者は､整形外科クリニックと附設2施設のアンチエイジングセンター(介護

予防施設)で､運動･リハビリ指導および管理栄養士による食生活指導を行って

います｡また､個人的にも､マスターズ陸上(loom,200m,走幅跳)やマラソン

に出場してきました｡

要素還元主義的西洋医学の極みである整形外科医が､東洋医学も加味しながら
●   ●   ●

目指しているのが､ ｢100歳を超えて走れる身体づくり｣です｡医師およびアス

リートとしての知識･経験から習得したアンチエイジング医療の実践を継続し､

患者さんに提供しています｡

2005年､全日本マスターズ陸上選手権大会

1 00m決勝直後

95- 99歳の部で世界記藻達成直後の原口幸三氏と

著者とのツーショット｡

走っている姿は､報道ステーションなどで

TVで何回か放映された｡

著者(中村)

2006年､兵庫県マスターズ陸上選手権大会

100m決勝(45-49歳の部)

算2章100歳を超えて産れる身体づくり　　官選



物理学の大原則は｢エントロピー増大の法則｣､すなわち物質は乱雑に壊れる

方向に進むという法則です｡しかし､ヒトは逆に､細胞が壊れないように自転車

操業を続けています｡ 60兆個の細胞という社員が､臓器という家族やと卜という

会社ために､身を粉にして体を張って働いていますo One foralI, a‖ forone.こ

の涙ぐましい姿が生物･ヒトの本来の姿なのでしょう｡ 1つずつの細胞が何とも

愛おしく感じられませんか｡

生物進化のなかで､魚類は｢陸へ上がりたい｣と熱望してヒレが手足となり､

両生類へと進化しました｡両生類はさらに｢陸上で生活したい｣と願いハ虫類･

ほ乳類へと変化したのです｡我々人類も｢100歳を超えて走りたい｣と夢見ると､

40億年かけて進化した遺伝子が100年間でさらに変容するでしょう｡その遺伝

子は､利己的に次の世代へと脈々と引き継がれていきます｡

そうです､ヒトは夢を見なくなると進化が止まり､老います｡念じることが遺

伝子を変えていく原動力となるのです｡つまり､ハングリー精神がなくなり､自

分を磨きより良くなりたいという向上心が薄れた時点で､現状維持も難しくなり

ます｡瞬時に､遺伝子の発展が止まり衰退･老化が始まります｡

他方､生物学･物理学の基本的法則には｢形態(解剖)は機能を現し､機能は

形態を現す｡神は細部に宿る｣と｡体内で2万5千～10万種類といわれるナノ

マシンである蛋白質が四次元･五次元的に変幻自在に変化する姿や､我々ヒトの

体形が訓練で変化する姿に相当します｡見た目に健康的な人はレントゲン写真で

背骨や膝の骨も若々しく美しい場合が多い｡体内からにじみ出る美しい姿･形態

は機能も優れており､逆に､優れた機能を追求すると形態も洗練されていきます｡

形態と機能は表裏一体であり､食事療法(減量)と運動療法でのみ､両者が一体

となって醸成していくのでしょう｡

健康長寿を達成するためには､エレガントな宇宙の真理･流れに身を任せ､太

陽の光に感謝し､ 60兆個の細胞一つずつを慈しみながら､食事と運動を極め､自

己研費に努める以外に方法がないのでしょう｡
●   ●   ●

100歳を超えて人生を走れる人が一人でも多くなられんことを祈りつつ､筆を

置きたいと思います｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆様と神様に感謝!!
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中村　巧(なかむらたくみ)､ 53歳｡

(医療法人社団)中村整形外科リハビリクリニック;

理事長(兵庫県川西市)｡

1982年徳島大学医学部医学科卒｡同年､徳島大学整形外科学教室人局D

高桧赤十字病院､三豊総合病院､大分中村病院､国立高知病院､徳島大学､

国立病院機構兵庫中央病院整形外科医長(科長)を経て､

1996年に中村整形外科リハビリクリニックを開設(40歳時)o

現在に至る｡

日本整形外科学会認定医

日本リハビリテーション学会認定医

日本整形外科学会スポーツ認定医

日本整形外科学会リウマチ認定医

日本抗加齢医学会評議員

同志社大学アンチエイジングリサーチセンター研究員

専門:

整形外科(脊椎外科､スポーツ整形外科､膝関節外科､抗加齢医学｡)

学位:

1996年､ ｢骨形成因子(B醐p)およびフイブリン糊による

実験的偽関節型腰椎分離症の分離部修復の可能性｣

趣味:

小学校(少年ボール) ･中学校(軟式) ･県立明石高校(硬式) ･徳島大学(準硬式)､

大学卒業後(軟式)と常にプレイしてきた野球｡水泳､短距離､ジョギング､

ウインドサーフィン､ディンギー(小型ヨット)o乱読｡芸術鑑賞o　日光浴.靴磨き.

現在望んでいること:

1) 60歳になったら100歳を超えるまで､

世界マスターズ陸上競技大会を転戦しながら世界旅行0

2) 100歳で100m, 200m,走幅跳の全日本での三冠達成｡

3) 100歳を超えて仕事をして､死ぬまで税金を納める｡

4)この本の内容を､川西市､関西､全国に実践的に広めていきたい｡

E-mail.･ taktLmi-e@sb3.so-net.ne.j'p

Home Page.'http://kobe.cool.ne.jp/takumi42/


